
  

 

 

 

 

 

 

ひとりの声を大切に 明るく豊かな館山を 
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１.目の不自由な方が安心して暮らせるまちへ 

１． について 

 

視覚障がいは、特別な人だけの問題ではありません。病気や事故、加齢などにより、誰にでも

起こり得ます。歩行訓練を受けることが重要ですが、半年前後、待たなければならない状況で

す。また、外出・情報・災害時の支援制度を整えることも大切です。その上で、私たち 1 人 1

人子どもから大人までが正しい誘導方法を学び、視覚に障がいのある方を自然体で手助け出来

る社会の創出が望まれます。 

市の支援：家事援助、代読、同行支援、日常生活用具給付・貸与、福祉タクシー利用助成など。

（福祉タクシー助成は今年度より 1回につき 2枚使用可能となりました） 

 

災害時の備え：重度の視覚障害がある方 62 名のうち、避難支援名簿の記載は 22 名、約 35％。

未着手の個別避難計画づくりを急ぐ必要があります。 

 

市へ求めたこと：情報が届く仕組み、歩行訓練士の確保、助成の使いやすさ向上、個別避難計

画に基づく地域での避難訓練、市民が正しい誘導方法を学ぶ機会づくり。 

令和８年６月度 行政一般通告質問 より 

今回の一般質問では、暮らしに身近な 3 つのテーマを取り上げました。ポイント

は、誰もが安心して暮らし、学び、地域の宝を活用し、次世代へつなぐことです。 

6月議会行政一般質問で求めた点  

• 目の不自由な方が、安心して外出・避難できるまちへ 

• 館山の文化財を、守るだけでなく学びや観光にも活用 

• 高校生が、安心して通学できる交通環境へ 

•  

 

昨年９月議会定例会通告質問で

も取り上げましたが、今回は具体的

な数値を用い、更に掘り下げた質問

を致しました。ワクチン接種による

予防効果は１０年前後も続き、健康

を守るだけでなく、個人の医療費負

担軽減、市の国保財政に良い影響を

与えます。接種対象者を隔年にする

など、財政への影響を考慮して実施

するよう求めました。 

 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 


